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宗方小太郎日記，明治 45～大正 2年
大 里 浩 秋
1．はじめに
　本所報 No. 37 に宗方小太郎の明治 21 年の日記（但し中国滞在時期のもののみ）を載せ，No. 40 に明
治 22～25 年，No. 41 に 26～29 年，No. 44 に 30～31 年，No. 46 に 32～33 年，No. 47 に 34～35 年，
No. 48 に 36～38 年，No. 49 に 39～40 年，No. 49 に 39～40 年，No. 50 に 41～42 の全部を載せ，No. 52









があり，3 の文中には 2 ページ分欠けていて，その部分が再現できないままになっている。これは，原
資料をデジカメで撮影する際の不手際によるもので，今後その箇所を補充したいと考えている。
2．明治 45 年 1月から大正元年 12 月までの日記
　1912 年は，明治天皇が 7 月 30 日に亡くなり，翌 31 日に大正天皇が即位して大正年号が始まった 1
年であった。この年の宗方日記は，1 月 1 日から 8 月 31 日までの一綴じと，9 月 1 日から翌年 5 月 9 日
までの一綴じに含まれている。










と何度か顔を合わせ，とくに孫文とは単独の場合も団体で会った場合も含め 10 月から 12 月にかけて 6








　以上上海滞在中の動きを 1 年を通して見てきたが，その間 7 月初めには帰国して地元熊本に滞在して
旧知の人と交流を深め，7 月 30 日に明治天皇が亡くなり当地での追悼儀式に参加した後，10 月初めに
上海に戻っている。ここで，宗方が得ている各種の手当に触れると，従来海軍から支払われていた手当
は前年からひと月 200 円となり，3 か月ごとに 600 円を入手している他，同じく海軍からこの年 1 回目
は 300 円（6 月 26 日），2 回目は 200 円の機密費（臨時手当と表現している個所もある）をもらってい
る。この年新たに加わった機密費の性格は不明である。また，領事館からひと月ずつ経費を得ているこ
とがわかる。日記に書かれている限りで，前年 12 月分としては 620 円（1 月 8 日），2 月分も 620 円（3
月 11 日），3 月分は 640 円（4 月 29 日）となっていて，その後も額は一定しないものの，600 円を超え








　1 月 2 日―「報告二通発す」とあり，うちの一通が『文書』にある第 369 号に当たるのだろうが，も
う一通は『文書』にはない。1 月 6 日，8 日にも「報告を発す」とあるが，『文書』にはない。なお，
『文書』に，明治 45 年 1 月として号外「媾和談判と其後の形成」と号外「中華民国政府閣員一覧」があ
るのは，その内容から見ても，あるいは上記の 2 日の一通か 6 日か 8 日の報告に該当するのではないか
と思うのであるが，断定はできない。2 月 7 日―「報告を作る」とあるが，『文書』にはない。但し同
じ日付で上海社会科学院歴史研究所（以下「上海」と略称）に第 371 号「支那時局観」が所蔵されてい
る（なお，日記 2 月 9 日に「報告を発す」とあるのは，7 日の記述に対応する動きと考えられる）。3 月
1 日，4 日，16 日にも「報告を発す」とあるが，『文書』にはない。但し，『文書』中に日付なしで第
375 号「袁世凱の幕府」が載っているのは，いつとは断定できないものの，3 月 1 日，4 日，16 日の報
告のいずれかに該当する可能性がある。4 月 6 日―第 378 号（『文書』の日付は 4 月 5 日）。4 月 10 日―
第 380 号。4 月 12 日，12 日，30 日，いずれも「報告を発す」とあるが，『文書』にはない。5 月 6 日―
第 382 号，5 月 31 日―第 383 号。7 月 5 日―「支那政党の調査報告を送る」とあるが，『文書』にはな
い。なお，その後『文書』には，7 月 12 日「号外の一」，7 月 22 日「号外の二」，7 月 28 日「号外の
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月 12 日―「文書を発す」とあるが，『文書』にはない。但し，上海には 10 月 11 日の日付で第 385 号
「孫逸仙との問答」が所蔵されている。10 月 18 日―第 386 号，12 月 10 日―第 387 号，12 月 13 日―


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3．大正 2年 1月から 12 月までの日記
　大正 2（1913）年の日記は，前年 9 月 1 日から当年 5 月 9 日までの一綴じの後半部分と，当年 5 月 10
日から 12 月 31 日までの一綴じとからなっている。
　この年も上海で新年を迎え，前年 7 月に明治天皇が亡くなって祝賀行事はなかったものの，届いた年
賀状への返事を書くなどして，一定の正月気分を味わっている様子がわかる。1 月 17 日と 2 月 1 日に
姚文藻，惲祖祁，鄭孝胥らと会って，宣統帝復位運動の様子を聞き，（その後も姚とはしばしば会って
いる），1 月 29 日には孫文に会って彼の属する国民党が国会議員選挙で多数を占めたことについて，今
後の取り組みの展望を聞き，それぞれ海軍への報告（前者については第 390 号，393 号，後者について
は第 392 号）にまとめている。また，2 月には時報館訴訟事件が起こり，実質的な経営者である狄楚青
と何度も会い，日本領事館を訪ねて対策を講じようとしている様子が日記に記されている。
　さて，上記時報館の事件が起こった頃に当たる 2 月 11 日に，孫文が「籌弁全国鉄路全権」の名義で
日本に向けて上海から船で出発した際見送りした宗方は，その後孫文一行が主に東京に滞在して各界の
代表に会ってから，3 月に九州各地を訪ねた際には，同月 13 日に帰国して熊本におり，そこから大牟




　海軍から「北清旅行旅費」600 円が支給されての 4 月 15 日からの旅は，釜山から始まり，そこにあ
117











命以来節を守って動かず……宣統帝に奉侍し」たと記している（5 月 21 日）が，この書き方からも，
宣統帝復位がのぞましいとする宗方の考えを窺うことができる。28 日北京から天津経由で済南，青島
に行き，青島ではドイツの占領ぶりを調査するとともに，恭親王に会い，彼が「袁世凱の誤国を憤り」
宣統帝復位を自らの任としているとして大いに評価している（5 月 31 日）。その後泰山に登り，曲阜を
訪ねて孔子庿の荒れ果てた様子に心を動かして長々と筆を執っている。そこから汽車で移動，南京を経












京を逃亡せりとの説有り。孫文も明日広東に赴かんとす」（7 月 30 日）という事態となり，その後も南





　その後，9 月 15 日に姚文藻，鄭孝胥などに会い，同 19 日には姚が「張勲の電報を示し余の南京行を
求む。」と記している事情は，その頃に海軍への報告，9 月 16 日付け第 408 号「張勲の進退」や 9 月 19
日付け号外「張勲と宗社党」などに書かれているが，袁世凱と孫文らの対立抗争を経て，宗方，さらに
は海軍や外務省も宣統帝復位を支持する方向にますます傾いていったと思わせる動きである。そして，





　1 月 20 日―第 390 号（『文書』では 1 月 19 日付け），1 月 23 日「報告を発す」は，『文書』第 391
号，1 月 20 日付けに該当すると思われる。1 月 30 日―第 392 号，2 月 4 日―第 393 号。5 月 26 日「政
況報告を発す」，『文書』にはなく，上海に 5 月 25 日付け「支那の政況」，号数の記載なし，がある。6
月 15 日―第 398 号（『文書』では 6 月 14 日付け）。7 月 3 日，『文書』にない，第 399 号の可能性大。7
月 5 日―第 400 号，第 401 号。7 月 14 日，『文書』にはない，第 402 号の可能性大。8 月 2 日―第 403
号。8 月 6 日，8 月 16 日，ともに『文書』にない，第 404 号，第 405 号の可能性。8 月 25 日―第 406
号（『文書』では 8 月 26 日付け）。9 月 3 日，『文書』にない，第 407 号の可能性あり。9 月 16 日―第
408 号，9 月 19 日―号外。なお，『文書』には，宗方代理と称する号外として，4 月 10 日，9 月 30 日，
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田迎を経，六時家に帰る。衣帽尽く沾ひ全身浴するが如し。是日水鶏五羽，玉鴫三羽，千鳥一羽を
獲。増田高頼の報告，並に佐野直喜，上妻博路の信至る。
十一月二十七日　陰。有薗善行来訪。午後五時鎮西館に至り諸人と静養軒の三浦喜傳の送別会に臨む。
本人不日東京細川侯邸家扶に転任するを以て也。九時散ず。
十一月二十八日　晴。午後長江虎臣を訪ふ。
十一月二十九日　晴。島田常吉来訪。上海有留重利より小松帯刀，篠原國幹両氏の真蹟を送り来る。有
留，増田に復書す。午後河口，井芹を訪ふ。
十一月三十日　微雨。午前六時の汽車にて長江と宇土に至り下車。立岡，花園，善導寺，宇土の田野に
猟し水鶏三羽，玉鴫五羽，地鴫二羽，鶉一羽を獲，午後一時半の汽車にて帰る。波多の信至る。夜松
尾某来訪。
十二月一日　雨。午前池部隺彦，並に五校仏教青年会幹事宮田正明仏教会館建設寄附の事に付き来訪，
五円を寄附す。午後松倉善家来訪，其猟獲の鴨二羽を贈る。内人と大江を訪ひ，五時帰る。鳥居の信
片至る。土屋連名なり。
十二月二日　陰。佐々干城氏来訪。午後出て理髪。夜菅村宅を訪ふ。
十二月三日　陰。夜井手三郎来訪。
十二月四日　晴。鳥居，波多に復書す。海軍々令部より明年正月より三月に至るの手当六百円を送り来
る。午後長江を訪ふ。
十二月五日　陰。午前五時五十分の汽車にて長江と小川に出猟す。猟犬来らざるを以て待て八時に至
り，沙川の堤防を猟す。山鴫三羽を獲，午後有佐に赴く。獲る所無し。三時四十分の汽車にて帰る。
五時上熊本着，歩して家に帰る。
十二月六日　陰。三浦喜傳来訪，明後日より東京に転居すと云ふ。午後内田康哉を研屋本店に訪ふ，在
らず。去て春日松倉に至り，四時帰る。雨。夜菅村夫婦来訪。
十二月七日　晴。朝岡本源次来訪，昨夜岡山より帰来せりと云ふ。午後宇留毛桜山に殉難志士の五十年
祭に列す。三時帰る。雨。松倉来訪。
十二月八日　晴。午前三浦喜傳を訪ひ，去て鎮西館，緒方を訪ひ，晌午帰る。午後一時半上熊本に三浦
の上京を送る。帰て物産館に至り殉難志士遺墨展覧会を観る。終て鎮西館に至り平山，江島等と談
じ，四時家に帰る。
十二月九日　半晴。上海波多より十一月分百六十円を送り来る。午後大野謙二郎に致書す。午後松倉に
抵り与に出て岡本源次を万月に訪ふ。
十二月十日　陰。上海旧雨会の信至る。午前緒方，阿部野を訪ふ。午後河口を訪ふ。晩菅村の案内に家
族と共に静養軒に至る。和洋両菜の饗を受け七時より菅村家族と大和座に至り天勝の奇術を観，十一
時帰る。
十二月十一日　晴。午前五時半射場坂にて河口，外二人に会し，共に本妙寺，天狗山に猟し鶫二羽を
獲，二時半帰る。松倉来訪。井手の信至る。内田康哉より案内状至る。之に復す。
十二月十二日　陰。午前阿部野，緒方を訪ふ。午後五時内田康哉招待会に静養軒に出席す。会者三十余
名。九時帰る。
十二月十三日　暗。午前九時より長江と牧崎より成道寺一帯に猟し，玉鴫五羽，水鶏一羽を獲，四時帰
る。浅井寅喜来訪せりと云ふ。
十二月十四日　晴。午前理髪。午後井芹経平来訪。
十二月十五日　雨。波多博の信至る。午後内人と大江を訪ふ。
十二月十六日　雨。鳥居，大里の信片至る。午前長江虎臣来訪。鳥居に復書し西村天囚に信片を発す。
午後出て火薬，銃袋等を購ふ。五時岡本源次招待会に南山楼に出席，八時半帰。
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十二月十七日　微雨，風大。午前七時長江と上熊本より上車高瀬に至り，高瀬町を過ぎ高瀬川を渡り山
渓の間を猟して木ノ葉に至り，午後四時半の汽車にて帰る。水鶏二羽，玉鴫一を獲たるのみ。
十二月十八日　陰寒。午前九時味噌天神にて岡本源次，加来信人，枩倉兄弟，椿等と会し�を竜田山に
狩る。最後に至り岡本の手にて僅に一頭を獲，五時帰る。佐々干城，古閑信喜二氏来訪せりと云ふ。
十二月十九日　陰寒。上海波多博，佐々布質直に致書す。三時半上車松倉を訪ひ，五時共に出て春日三
浦に至り内田康哉の招宴に列す。会者四十余名。八時半帰る。海軍少将竹下勇の信至る。菅村夫婦来
訪。
十二月二十日　快晴。佐原，波多，安村介一，西村時彦の信，並に伊藤俊三，御幡芳子の訃音至る。石
原，佐原，竹下少将に復書す。午前佐々布遠来訪。午後一時半山田，井手，以下国権党員二十余名の
上京を上熊本に送り，二時春日に至り松倉親敬を訪ひ，共に出て岡本源次を訪ひ，帰途松倉善家と小
談，五時帰る。宇土細川行雅君に致書，明後日海東会猟の事を告ぐ。夜河口来訪。長江虎臣来訪。
十二月二十一日　雨。前八時研屋本店に内田康哉の帰京を送る。田中清司来訪。午後岡本来訪，之を留
て晩食を共にす。
十二月二十二日　陰。午前五時五十分猟装春日に至り岡本源次，松倉を待つ，至らず。独り上車宇土に
至り，高月某と会し伊津野城塚方面に猟し僅に鵯四羽を獲，四時の汽車にて帰る。春日に松倉を訪ひ
小談，五時家に帰る。
十二月二十三日　半晴。浅井寅喜，西田敬止に致書す。午後園田に至り朝鮮飴四箱を求め各人に送る。
帰途長江，菅村を訪ふ。徳丸作蔵本月十日病死の訃に接し遺族に弔詞を発す外，伊藤俊三の訃，御幡
家の訃音に接し，弔詞を発す。安村介一，深田豊一に復書す。他出中細川行雅君来訪，菓子一折を贈
られたり。
十二月二十四日　陰寒。増田中佐，佐々布の信到る。増田，岡本源，大野謙に信片を発す。午前銀行に
至り預金して帰る。
十二月二十五日　晴。午前六時の汽車にて長江と宇土伊津野方面より石橋善導寺一帯に猟し羽斑鷸五羽
を獲て，四時の汽車にて帰る。美濃部，波多の信至る。波多より冬筍一包送り来る。浅井寅喜の信至
る。
十二月二十六日　陰。浅井寅喜，高月利男，並に細川行雅君に復書す。夜井口忠次郎来訪。午前田中清
司を訪ふ。
十二月二十七日　晴。午前五時五十分の汽車に独り宇土山に猟し鶫一羽を獲，四時の汽車にて帰る。三
浦喜傳，古城，土屋の信至る。夜菅村夫婦来訪。
十二月二十八日　晴。午前河口介男，浅井寅喜，奥村来訪。浅井，奥村と中食す。午前理髪，岡本源
次，緒方，佐々布の信至る。夜河口を訪ふ。
十二月二十九日　晴。
十二月三十日　微雪。大野謙の信片，並に鳥居，土屋，右田等連名の信片至る。
十二月三十一日　晴。波多に信片を発す。田中来訪。是日大正二年の尽日なり。残燈夜を守り，十二時
寝に就く。
